
リーフレットを参考に、毎日の家庭学習に「書き取り」を取り入れました。

お手本をよく見ること、「とめ、はね、はらい」に気をつけることなど、親子で

話し合って約束を決めました。

まちがえた字は、赤えんぴつで直してから一行練習するようにしてみました。

最初は真っ赤だった書き取りノートの直しが、だんだん少なくなっていきます。

漢字テストで１００点をとれたわが子。毎日の積み重ねって大きいですね。

やればできるということを親子で実感できました。

【リーフレットの実践（小３児童の母親）より抜粋】

家庭学習を通して、楽しみながら、子どもの「夢中になって学ぶ力」を育んでいきましょう。夢中に

なることが集中力につながり、生涯にわたって学び続ける土台になります。

藤枝市教育委員会



＝＝＝小学１・２・３年生のみなさんへ＝＝＝

★各教科ごと、「こんな学習に取り組むといいよ！」という内容を、
か くきょう か が くしゅう と く な い よ う

家庭学習の基礎編と発展編に分けてのせてあります。これをヒン
か て い が くしゅう き そ へ ん は っ て ん へ ん わ

トに「やってみたいな」と思う自主学習の内容を考えてみましょ
お も じ し ゅ が くしゅう な い よ う かんが

う。

●国語・・・Ｐ３～Ｐ４
国語では、すらすら読んだりきちんと書いたりできることが大事です。音読や書き取
こく ご よ か だい じ おんどく か と

りにたくさん挑戦しましょう。
ちょうせん

●社会・・・Ｐ５～Ｐ６
社会では、用語をおぼえたり、学んだことを生活と結びつけてみることが大事です。
しゃかい よう ご まな せいかつ むす だい じ

実際にその場所に行って、新しい発見をしてきましょう。
じっさい ば しょ い あたら はっけん

●算数・・・Ｐ７～Ｐ８
算数では、計算する力と説明する力をつけることが大事です。問題をくりかえし
さんすう けいさん ちから せつめい ちから だい じ もんだい

やって、その力を伸ばしていきましょう。
ちから の

●理科・・・Ｐ９～Ｐ１０
理科では、観察する力やくらべる力をつけることが大事です。五感を使って図や絵
り か かんさつ ちから ちから だい じ ご かん つか ず え

をくわしくかいてみましょう。



学習をいつするのか、「学校のある日」「土・日」「習い事のある日」な
が くしゅう が っ こ う ひ ど に ち な ら ご と ひ

どに分けて、１日の生活スケジュールの中で考えてみましょう。
わ に ち せ い か つ な か かんが

例：（学校のある日）
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家の人と一緒に計画を立ててみましょう！
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国 語 「基礎編」では、どんなことに気をつけて復 習
き そ へん き ふく しゅう

するとよいか書いてあります。
か

「発展編」では、習ったことを使って学 習 します。
はっ てん へん なら つか がく しゅう

○音読・・・今、勉 強 しているところを声に出して読もう。
おん どく いま べん きょう こえ だ よ

○文字・・・習った「ひ らがな」「かたかな」「漢字」をノート
も じ なら かん じ

に書こう（ドリル等を使う）。
か とう つか

○視写・・・勉 強 しているところをノートに書き写そう。
し し ゃ べん きょう か うつ

○読書・・・絵本を読もう（読んだ本を記録しよう）。
どく しょ え ほん よ よ ほん き ろく

《こんな復 習 をすると 力 がつくよ》
ふく しゅう ちから

◎漢字の練 習 ◎書き写し
か ん じ れ ん しゅう か う つ

・まちがいがないかみていただけると学 習 の様子がわかります。
がく しゅう よう す

・まちがいがあったらもう一度練 習 すると定 着 します。
いち ど れん しゅう てい ちゃく

・ていねいに書くことをつづけると正しい字が書けるようになります。
か ただ じ か

基礎編

まちがえやすいかん字をもう一ど練
じ れん

習 するとしっかりおぼえられるよ。
しゅう

ことばのまとまりごとにおぼえなが

ら書こう。
か

「、」や「。」に気をつけて、て
き

いねいに書こう。
か

家の方がノートを見てコメントを書いてくれています。
いえ かた み か



○暗 唱 ・・・ 教 科書の文を何度も読んでおぼえよう。
あん しょう きょう か しょ ぶん なん ど よ

○文字・・・習った漢字を使って短文をつくろう。
も じ なら かん じ つか たん ぶん

○日記・作文・・・誰に書くのか決めて書こう（日記・手紙）。
にっ き さく ぶん だれ か き か にっ き て がみ

○読書・・・読み終わったら、感想を書いたり話したりしよう。
どく しょ よ お かん そう か はな

《こんな工夫ができるといいね》
く ふう

◎文字…たん文作り ◎日記や手紙を書く
も じ ぶ ん づ く に つ き て が み か

・ 日 記 を つ け て う れ し か っ た こ と な ど を つ づ っ て い く と い い で す 。
にっ き

・ 親子日記など一緒に楽しみながら日 記を書くとつづけられ ま す 。
おや こ にっ き いっ しょ たの にっ き か

発展編

ポ イ ン ト

ポ イ ン ト

心 がうごかされたことを文し
こころ ぶん

ょうにしています！

習ったかん字を使って、みじか
なら じ つか

い文をつくっています！
ぶん



社 会 基礎編で「工夫して 重 要な言葉を覚えよう」
き そ へん く ふう じゅう よう こと ば おぼ

発展編で「学んだことを生活と結びつけよう」
はっ てん へん まな せい かつ むす

＜ 用 語 を 上 手 に 覚 え よ う ＞
よ う ご じ ょ う ず お ぼ え よ う

○ 教 科 書 や 「 わ た し た ち の ま ち 藤枝 市 」 を 声 に出 し て 読 ん だ
きょう か しょ ふじ えだ し こえ だ よ

り、ノートに書き写したりしよう。
か うつ

○ 地 図 記 号 カ ー ド を 作っ た り 、 四 方位 を 使 っ た 地 図 を 作 っ た り
ち ず き ごう つく し ほう い つか ち ず つく

してみよう。

《こんな復 習 をすると 力 がつくよ》
ふく しゅう ちから

【 楽 し く お ぼ え る た めに地図記号カ ー ド を作 っ て み ま し ょ う 。 】
たの ち ず き ごう つく

【 方 位 を 使 っ た 問題作 り を し て み ま し ょ う 。 】
ほう い つか もん だい づく

・習ったことを子どもと一緒に楽しく復 習 できると 力 がつきます。
なら こ いっ しょ たの ふく しゅう ちから

基礎編

計算カードのように毎日め
けい さん まい にち

くって練 習 してみよう。
れんしゅう

家の人ときょうそうするの
いえ ひと

もいいね。

自分が 考 えた地図記
じ ぶん かんが ち ず き

号を入れるとさらに
ごう い

楽しくなるよ。
たの

四方位を勉 強 します。地図
し ほう い べんきょう ち ず

はかならず北が上になりま
きた うえ

す。何を 表 す地図なのか地
なに あらわ ち ず ち

図に題名をつけるといいよ。
ず だいめい

動物園をスーパーマーケット
どう ぶつえん

や図書室など場所を変えて問
と しょしつ ば しょ か もん

題作りをすると楽しいよ。
だいづく たの



＜学校で学んだことを実生活でもたしかめよう＞
がっ こう まな じっ せい かつ

○出かけたところと自分が住んでいるところと比べよう
で じ ぶん す くら

○見学に行ったところにもう一度行ってみよう。
けん がく い いち ど い

○身の周りの記号を集めてみよう。
み まわ き ごう あつ

《こんな工夫ができるといいね》
く ふう

【 ス ー パ ー に行 っ て 学 んだ こ と を 確認 し て こ よ う 。 】
い まな かく にん

【 出 か け た先 の様子を絵や文にま と め自分 の住ん で い る と こ ろ と 比べて み よ う 】
で さき よう す え ぶん じ ぶん す くら

【 地 図記号だけ で な く マ ー ク集 め を し て み よ う 。 ど ん な意味があ る のか調べ てみ よ う 】
ち ず き ごう あつ い み しら

① あ き か ん ① ノ ー ト な ど の 紙 る い
かみ

② エ コ マ ー ク ② リ サ イ ク ル で き ま す
か ん き ょ う を 守 る 取 組

まも とり くみ

・子どもが疑問に思ったことを大事にして、一緒に出かけてみてくだ
こ ぎ もん おも だい じ いっ しょ で

さい。子どもの追 求 意欲がふくらみます。
こ つい きゅう い よく

・子どもと出かけて調べることを一緒に楽しんでください。
こ で しら いっ しょ たの

発展編

ポ イ ン ト

ポ イ ン ト

①見つけた場所
み ば しょ

②意味
い み

スーパーに出かけ、学校
で がっこう

で学んだことをもう一度
まな いち ど

たしかめています！

出かけた時に、自分のすんでい
で とき じ ぶん

るところとくらべ、そのちがい

いをノートにまとめています！

知りたくなったことを家の人
し いえ ひと

に質問しています。また、発見
しつもん はっけん

したことをノートに書いてい
か

ます！

ほかにもたくさんある

よ。見つけてみよう。
み



算 数 くり返し練 習 していくことで、計算の 力 はどんどん
かえ れん しゅう けい さん ちから

のびていきます。身のまわりの算数見つけにもちょう
み さん すう み

せんして、算数名人を目指そう。
さん すう めい じん め ざ

○計算ドリル…くり返しやってみよう、答え合わせをしよう。
けい さん かえ こた あ

○計算 ｶｰﾄﾞ、 九九…くり返し唱えよう、時間を計ってみよう。
けい さん く く かえ とな じ かん はか

○計算の仕方… 算数言葉（ 新 しく習った言葉）を使って、説明しよう。
けい さん し かた さんすうこと ば あたら なら こと ば つか せつ めい

○ 授 業 のまとめ… 教 科書やノートを見ながら、大切なところをまとめよう。
じゅぎょう きょう か しょ み たいせつ

《こんな復 習 をすると 力 がつくよ》
ふく しゆう ちから

・ 授 業 の 復 習 が 、 算 数 名 人 へ の 第 一 歩 で す 。
じゅ ぎょう ふく しゅう さん すう めい じん だい いっ ぽ

・ 同 じ 問 題 を く り か え し て や り ま す 。 毎 日 つ づ け る こ と が 力 に な
おな もん だい まい にち ちから

ります。

基礎編

◎計算の仕方の説明
けい さん し かた せつ めい

ひっ算の仕方を算数言葉を使って書いています。
さん し かた さん すう こと ば つか か

書いたら、声に出して読んでみましょう。
か こえ だ よ

◎授 業 のまとめ
じゅ ぎょう

授 業 で 学 習 し て 大 事 だ な 、 覚 え た
じゅ ぎょう がく しゅう だい じ おぼ

い な と 思 っ た と こ ろ を ま と め ま し
おも

ょう。教 科書や算数ノートを見て、
きょう か しょ さん すう み

復 習 しましょう！
ふく しゅう

①めあてや、やることを最初に書きましょう。
さいしょ か

②番号をつけて、ひっ算のやり方を分かりや
ばんごう さん かた わ

すく書きましょう。
か

①言葉だけでなく、図や絵も描くとよく分かるよ。
こと ば ず え えが わ

②とくに大切だなと思うところには、線を引
たい せつ おも せん ひ

いてみましょう。

③１ますに１文字書くと読みやすくなるよ。
も じ か よ



○まちがい直し… まち が えた 問題に つい て、 ど うし てま ちが えた
なお もん だい

か 考 えよう。
かんが

○問 題 作 り…授 業 で勉 強 したことをつかって問題を作ろう。
もん だい づく じゅぎょう べんきょう もんだい つく

○算数見つけ…身のまわりから算数を見つけて調べよう。
さん すう み み さん すう み しら

《こんな工夫ができるといいね》
く ふう

・まちがい直しをすると、同じまちがえが少なくなります。
なお おな すく

・ 身 の ま わ り に は 、 算 数 が た く さ ん あ り ま す 。 ど ん ど ん 見 つ け て 、
み さん すう み

親子で楽しんでみましょう。
おや こ たの

発展編

◎まちがい直し
なお

問題をといた後に、まちがえた理由について 考 えています。
もん だい あと り ゆう かんが

ポ イ ン ト

◎ 算 数 見 つ け
さん すう み

身 の ま わ り の 算 数 を 調 べ て 、 ノ ー
み さん すう しら

ト に ま と め て い ま す 。 ま と め 方 の
かた

工 夫 に も ち ょ う せ ん し て み よ う ！
く ふう

ポ イ ン ト

①まちがえた問題には、しるしをつけて、正し
もんだい ただ

いこたえを書いています。
か

②まちがえた理由を見つけて書いています。
り ゆう み か

③やじるしやふきだしをつかうとどこでまちが

えたかわかりやすいです。

①はじめの時こくとおわりの時こくを書い
じ じ か

て、かかった時間をしらべています！
じ かん

②時計の絵も描いていて、わかりやす
と けい え えが

いです！

①はかる前におよその長さをよそう
まえ なが

して 書いています！
か

② 表 にまとめると、見やすくなります！
ひよう み

③たん位を変えた長さも書いています！
い か なが か



理 科 身 の回 りで見 つけた 「なぜ ？」「どうし て？」の
み まわ み

答えを 考 えます。
こた かんが

生き物をじっくりと観察したり、ものごとを比べ
い もの かん さつ くら

たりして、問題を解決しましょう。
もん だい かい けつ

○ 勉 強 し た と こ ろ の 教 科 書 を 読 も う 。
べん きょう きょう か しょ よ

○ 教 科書の「わかったこと」を絵や図にしてノートに残 そ う。
きょう か しょ え ず のこ

○ 教 科 書 に の っ て い る 昆 虫 や 植 物 を 家 で も 探 そ う 。
きょう か しょ こん ちゅう しょく ぶつ いえ さが

○ ゴム・風・磁 石 ・電気を利用した物を家で見つけてみ よ う。
かぜ じ しゃく でん き り よう もの いえ み

《こんな復 習 をすると力がつくよ》
ふく しゅう

・ ま ず は、 身 の回 り の 「 なぜ ？」「ど うし て？ 」と 思う こと を見 つけ
み まわ おも み

ることから始めてみましょう。
はじ

・それをくわしく調べることが理科の 力 をつけることにつながるね。
しら り か ちから

基礎編

きょうか書の「わかったこと」を
しよ

わかりやすく図で 表 しました。
ず あらわ

アリをじっくり観察して、 頭 、
かんさつ あたま

むね、はらなど、 体 のつくりを
からだ

しらべました。

いろいろな生きものを観察して、
い き も の かんさつ

こん虫との 体 のつくりのちがい
こ ん ち ゅ う からだ

をみつけました。



○ 教 科書を読んで「もっとくわしく知りたい」と思うことはあ
きょう か しょ よ し おも

るかな。

○家で観察した昆 虫 や 植 物の観察記録をつけて整理しよう。
いえ かん さつ こん ちゅう しょく ぶつ かん さつ き ろく せい り

○授 業 で学んだことを利用したおもちゃの設計図を作ろう。
じゅ ぎょう まな り よう せっ けい ず つく

《こんな工夫ができるといいね》
く ふう

・学校では見つけられなかったことも、自分でやってみることで理解
がっ こう み じ ぶん り かい

が 進 みます。
すすむ

・「なぜ？」「どうして？」と感じたことにじっくり取り組むことで、
かん と く

そ の 仕 組 み や 性 質 に 気 づ き 、 新 た な 知 識 を 身 に つ け る こ と が で き
し く せい しつ き あら ち しき み

ます。

発展編

ポ イ ン ト

ポ イ ン ト

家で育てているしょく物を
いえ そだ ぶつ

観察すると、 新 しい発見が
かん さつ あたら はっけん

ありました。

「サラサラ」「１０㎝くらい」

「みつのにおい」など、目
め

だけでなく、鼻や手ざわり
はな て

など、いろいろなところを使
つか

って観察しています。
かんさつ

授 業 で学んだゴムの性
じゅ ぎょう まな せい

質を使って、自分でゴム
しつ つか じ ぶん

てっぽうの設計図を 考
せっ けい ず かんが

えています。



保護者の皆様へ

家庭学習は、学校で学んだことを定着させるための大切な取り組みです。家庭学習が習慣化するこ
とにより、「自ら学び、伸びていく力」と「学びを楽しむ力」を育てていくことができます。
今年度は、できるだけ子ども自身で家庭学習が進められるようにするために、具体的な事例を載せ
た「家庭学習リーフレット 実践編」を作成しました。学習を進めるときのヒントにするとともにお
子さんと一緒にできた喜びを感じ、我が子の成長を楽しんでいただけることを期待しています。

１ 年 組

２ 年 組

３ 年 組

「学校から帰ったら、すぐに宿題をやろう！」

と約束しています。終わった後は親子でゆったり

と過ごせています。

宿題はテレビを消して集中してやるようにしていま

す。計算が全部合っていたら、花丸をつけるなどして、

たくさん褒めるように意識しています。

たまにですが、寝る前に絵本の読み聞かせをやって

みました。親子の会話が広がったように思います。

リーフレットのスケジュール表を活用しました。生活リズ

ムを見直すことで、学習への取り組み方も変化しています。

本読みをやりたがらないときは、一文ずつ交代で読

んでいます。お芝居風に読んだりすると子どもも楽し

くなってくるようで、スムーズに読みが進みますよ。

学年ごとに具体的な目標を設定できる欄があるのがいい

です。親子で同じ目標に向かって取り組めました。

家庭学習のリーフレットをどのように利用し

ているのか教えてほしいという声があります

が、いかがですか。
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